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小
田
原
の

歴
史
的
風
致
の
魅
力

　
吟
行
会
の
後
に
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

黛
さ
ん
か
ら
、「
慣
れ
親
し
ん
だ
小
田
原
は
、

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
今
日
歩
い
て
ま
た

新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。
小
田
原
は
そ
れ
だ
け

魅
力
的
な
場
所
で
あ
り
、
こ
の
魅
力
を
も
っ
と

発
信
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
、
地
元
の
人
が
自
分

の
ま
ち
を
深
く
知
り
、
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
、
小
田
原
の
魅
力
、
小
田
原
へ
の

期
待
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

小
田
原
と
邸
園

　
明
治
時
代
か
ら
、
小
田
原
に
は
、
数
多
く
の

政
財
界
人
、
文
化
人
な
ど
が
別
邸
や
別
荘
を
建

て
ま
し
た
。
建
物
と
庭
園
は
、
当
時
の
人
々
の

趣
向
や
技
を
後
世
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
建
造
物
と
庭
園

を
総
称
し
て
「
邸
園
」と
呼
び
、
政
財
界
人
、

文
化
人
ら
が
関
わ
っ
た
な
り
わ
い
や
生
活
を

「
邸
園
文
化
」と
し
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

邸
園
文
化
に
親
し
む

　
清
閑
亭
、
小
田
原
文
学
館
、
松
永
記
念
館
の

3
館
で
は
、「
小
田
原
邸
園
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
銘
打
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
3
館
が
連
携
す
る
こ
と
で
邸
園

文
化
へ
の
親
し
み
方
を
広
げ
、
さ
ら
に
魅
力
を

高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

邸
園
や
邸
園
文
化
に
関
わ
る
店
な
ど
を
訪

ね
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
や
、
当
時
の
食
事
を
再

現
し
た
食
事
会
、
別
邸
・
別
荘
の
茶
室
で
の
茶

会
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
。
そ

の
他
に
も
写
真
撮
影
会
を
実
施
し
、
そ
の
写
真

を
活
用
し
て
3
館
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
3
館
と
山や

ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

の
別
邸
だ
っ
た
古こ

稀き

庵あ
ん

、
小
田
原
城
址
公
園

を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
企
画
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
末
に
は
、
俳
人
の
黛

ま
ゆ
ず
みま

ど
か
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
、
3
館
の
邸
園
な
ど
を
巡
る
俳
句
吟ぎ

ん

行こ
う

会
を
行
い
、
市
内
外
か
ら
の
参
加
者
が
、
ま

ち
を
歩
き
、
句
を
詠
み
ま
し
た
。

歴
史
的
な
建
造
物
や
昔
な
が
ら
の
な
り
わ
い
が
一
体
と
な
り
形
づ
く
ら
れ
る
、空
間
の
魅
力
。

小
田
原
の
そ
う
し
た
歴
史
的
風
致（
※
）の
中
で
、こ
こ
で
は
、清せ

い

閑か
ん

亭て
い

、小
田
原
文
学
館
、

松
永
記
念
館
の
3
つ
の
邸
園（
邸
宅
・
庭
園
）を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
秋
、歴
史
的
風
致
を
感
じ
、小
田
原
の
魅
力
を
再
発
見
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

11月16日（土）午前10時スタート

城下町おだわら
ツーデーマーチ1日め 10kmコース
問 スポーツ課  ☎38-1149

　城下町おだわらツーデーマーチには、文学館、松永
記念館、清閑亭を回るコースが設定されています。
　文学館と松永記念館を見学し、清閑亭で出されるクイ
ズに答えると、景品がもらえます。3館のイベントのちら
しなどもありますので、これを機にぜひご参加ください。

※	

市
で
は
、
小
田
原
の
歴
史
的
風
致
を
守
り
育
て
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

	

平
成
23
年
に
小
田
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
策
定
。

	

同
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
に
は
、
清
閑
亭
、
小
田
原
文
学
館
、
松
永
記
念
館
を

	

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
に
指
定
し
、
保
存
・
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

問  

小
田
原
邸
園
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
文
化
政
策
課
）  
☎
33-

1
7
0
7

（左から）黛さんと、吟行会で
最優秀賞を受賞した角田さん

おだわら

はやかわ

はこね
いたばし

城址公園

城山公園

古稀庵
大窪支所

大窪小

早川小

小田原
漁港

三の丸小

清閑亭

小田原文学館

松永記念館

邸て

い

園え

ん

文
化
に
親
し
む
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1
9
0
6（
明
治
39
）年
、
旧
福
岡
藩
主
家・

黒
田
長な

が

成し
げ

侯
爵
が
、
小
田
原
城
三
の
丸
土
塁
の

一
角
に
建
て
た
別
邸
で
す
。
北
山
杉
の
床
柱
や

屋
久
杉
の
板
な
ど
、
贅ぜ

い

を
凝
ら
し
た
意
匠
の
、

近
代
数
寄
屋
造
り
の
建
物
で
す
。

　

現
在
は
、
市
が
N
P
O
法
人
小
田
原
ま
ち

づ
く
り
応
援
団
に
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

■	

素
晴
ら
し
い
芝
生
の
庭
に
出
れ
ば
、
気
分
も

晴
れ
や
か
に
…
。

■	

黒
田
侯
爵
が
使
っ
て
い
た
頃
に
は
、
こ
こ
か

ら
見
え
る
西さ

い

海か

子ち

通
り
界か

い

隈わ
い

に
多
く
の
別
邸

　
田
中
光み

つ

顕あ
き

伯
爵
が
別
邸
と
し
て
、
西
海
子
通

り
の
中
程
に
、
1
9
2
4（
大
正
13
）年
に
和
風

の
邸
宅
（
現
・
白
秋
童
謡
館
）を
、
1
9
3
7

（
昭
和
12
）年
に
洋
風
の
邸
宅（
現
・
小
田
原

文
学
館
）を
建
て
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
北
村
透と

う

谷こ
く

や
牧
野
信
一
、
北
原
白

秋
な
ど
、
小
田
原
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

■	

田
中
光
顕
が
当
時
珍
し
か
っ
た
白
亜
の
洋
風

邸
宅
を
建
て
た
の
は
、
晩
年
、
94
歳
の
時
で

し
た
。

が
点
在
し
、
緑
の
景
色
が
海
ま
で
続
い
て
い

ま
し
た
。

■	

丘
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
海
が
よ

く
見
え
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
大
島
や
初
島

が
、
き
れ
い
に
映
り
ま
す
。

■	

カ
フ
ェ
で
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
抹
茶
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
縁
側
か
ら
の
景
色
を
眺

め
な
が
ら
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
…
。

■	

春
、
西
海
子
通
り
と
園
内
の
桜
は
満
開
に
な

り
ま
す
。
実
り
の
秋
は
園
路
の
石
畳
に
栗
の

実
を
発
見
で
き
、
季
節
を
堪た

ん

能の
う

で
き
ま
す
。

清
閑
亭

小
田
原
文
学
館
と
白
秋
童
謡
館
（
小
田
原
文
学
館
別
館
）

1

2

施設案内

清閑亭

南町 1-5-73
☎ 22-2834

■ 入館時間

午前11時〜午後4時　
■ 休館日  火曜
■ 入館料  無料（喫茶は有料）

※ 駐車場はありません。

施設案内

小田原文学館と
白秋童謡館
南町 2-3-4  
☎ 22-9881

■ 入館時間

午前 9 時 〜 午後 5 時
( 入館は 4 時 30 分まで)

■ 入館料

大人250円、小・中学生100円

イベント情報
■ 11月4日（休）　

「第1回 足柄茶カレッジ」
■ 11月10日（日）　

「小田原・坂の上の雲ツアー」　
横須賀海軍カレーと秋山海軍カレー付き
■ 11月16日（土）

「東海道中箱根越え三大土産グルメツアー」
小田原老舗を巡るツアー
■ 12 月1日（日）・8日（日）

「観
かん

楓
ぷう

会・紅葉の美しい邸園めぐり」
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「
電
力
王
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
で
数
寄
茶

人
と
し
て
も
高
名
だ
っ
た
松
永
耳じ

庵あ
ん

（
本
名
・

安や
す

左ざ

ヱえ

門も
ん

）
が
、
1
9
4
6（
昭
和
21
）
年
に

小
田
原
へ
移
住
し
て
か
ら
、
収
集
し
た
古
美

術
品
を
公
開
す
る
た
め
、
1
9
5
9（
昭
和

34
）年
に
建
設
し
ま
し
た
。

　
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
）年
の
耳
庵
没
後
は
、

敷
地
と
建
物
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
耳
庵
の
事
績
を
紹
介
す
る
常
設
展
の
他
、

歴
史
や
美
術
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

■	

草
花
が
美
し
い
庭
園
は
、「
日
本
の
歴
史
公

園
1
0
0
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

■	

耳
庵
が
晩
年
を
過
ご
し
た
居
宅
・
老ろ

う

欅き
ょ

荘そ
う

。

「
茶
道
は
生
活
で
あ
り
、
理
念
で
な
く
実
践

で
あ
る
」
と
い
う
耳
庵
の
考
え
か
ら
、
ど

の
部
屋
で
も
お
茶
が
楽
し
め
る
よ
う
に
造

ら
れ
て
い
ま
す
。

■	

山や
ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

が
終つ

い

の
棲す

み

家か

と
し
た
古こ

稀き

庵あ
ん

を
は

じ
め
、
か
つ
て
の
板
橋
か
ら
南
町
周
辺
に

か
け
て
は
、
実
業
家
の
大
倉
喜
八
郎
、
近

代
小
田
原
の
三
茶
人
と
さ
れ
る
益
田
鈍ど

ん

翁の
う

や
野
崎
幻げ

ん

庵あ
ん

ら
の
屋
敷
も
あ
り
ま
し
た
。

施設案内

松永記念館（旧・松永安左ヱ門邸）

板橋 941-1
☎ 22-3635

■ 茶室利用時間

午前 9 時〜午後 4 時
■ 展示室入館時間

午前 9 時〜午後 5 時
■ 入館料  無料

（貸室利用、特別展開催時有料 ）

イベント情報

この秋、板橋に…

　松永耳庵が毎年開催していた園遊会にち
なみ、松永記念館やその周辺の板橋地区を
舞台に、「板橋秋の交流会実行委員会 」が

「夢
ゆめ

見
み

遊
ゆ

山
さん

 いたばし見
けん

聞
ぶん

楽
らく

」を催します。「内
野邸公開・特別展示 」や、すでに先月末か
ら始まっている「松永記念館交流美術展 『ガ
ラスの煌

きらめ

き ルネ・ラリック』」などと合わせ
て、晩秋の板橋を存分にお楽しみください。

■ 日時 11月10日（日）  午前 10 時〜
■ 場所 松永記念館、香林寺

午前10 時   大窪地区子ども会小田原囃
ばや

子
し

午前10 時〜 
小田原ガイド協会「ぶらり板橋夢散歩」
午前11時  
ノンフィクション作家・新井恵美子さん講演

「日々是
これ

茶
ちゃ

  松永耳庵、新島八重を中心に」
午前11時〜 
  ■ 板橋商店会「いたばし見聞楽市」

  ■ 「足柄茶とお菓子ビュッフェ」
  ■ 箱根はつ花のお蕎

そ ば

麦「耳庵が愛した味」
午後 0 時30 分   オカリナ・アンサンブル「にじ」
午後1時30 分  
慶應義塾大学名誉教授・河合正

まさ

朝
とも

さん講演
「美術コレクターとしての松永耳庵」

午後 3時   
小澤一さん  篠

しの

笛
ぶえ

と弾き歌い（北原白秋 他）

午後 4 時   相模人形芝居下中座特別公演

※ プレイベントとして11月3日（祝）（午前10時〜午後3時）
には、松永記念館茶会を開催します（一席400 円）。

板橋秋の交流会「夢見遊山いたばし見聞楽」  問  郷土文化館  ☎23-1377

相模人形芝居下中座

松
永
記
念
館

3
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内
野
邸
は
、
1
9
0
3（
明
治
36
）年
に
建

築
さ
れ
た
土
蔵
造
り
風
の
町
屋
で
、
和
洋
折

衷
の
意
匠
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
歴
史
的
建
造

物
で
す
。 

現
在
は
、
施
設
の
有
料
公
開
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
市
や
地
元
板
橋

の
地
域
住
民
組
織
「
板
橋
ま
ち
な
み
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」や「
内
野
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ

る
活
用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

所
在	

	

板
橋
6
0
2

■ 

公
開
日	

第
2
、第
4
日
曜
日
と

	

そ
の
前
日
の
土
曜
日
。

■ 
公
開
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■ 

入
館
料		

1
5
0
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　松永耳
じ

庵
あん

が自身のコレクションを一般に広
く公開するために設立した松永記念館。耳庵
の洗練された美意識をしのばせるこの建物を
会場に、美術との新たな出会いの場を演出
する交流美術展は今年で 3 回めを迎えます。
　今回は、箱根ラリック美術館が所蔵する
ルネ・ラリックの花器を中心としたガラス作
品と旧岩崎邸（国登録重要文化財 ）の壁紙
にも用いられた金唐紙（国選定保存技術保
持者・上田尚氏制作 ）を併せて展示します。
両者に共通する躍動感にあふれた花鳥風月

のモチーフ。洋と和の工芸が奏でる華やか
な世界をお楽しみください。

■ 日時 10月25日（金）〜12月8日（日）
 午前9時〜午後5時
 （入館は4時30 分まで）

■ 観覧料 一般500円    大学生・高校生300円

箱根ラリック美術館学芸員・
橋本公

いさお

さんギャラリートーク
11月3日（祝）   午前11時〜、午後1時30 分〜

第3回松永記念館交流美術展  ガラスの煌
きらめ

き ルネ・ラリック ― 金
きんからかみ

唐紙と織りなす花鳥風月の浪漫 ―  問  郷土文化館  ☎23-1377

ルネ・ラリック 花器「きんぽうげ」 （1930年）
上田 尚   金唐紙「鳥とアイリス」

「
小
田
原  

内
野
邸
」
で
検
索

旧
東
海
道
沿
い
に
あ
る
内
野
邸
（
元
醤

し
ょ
う

油
醸
造
業
経
営
）
で
、子
ど
も
た
ち
の
詩

や
、華
道
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

問  

郷
土
文
化
館 

☎ 

23-

1
3
7
7

﹇
子
ど
も
の
詩
﹈11
月
2
日（
土
）、3
日（
祝
）、

4
日（
休
）、9
日（
土
）、10
日（
日
）

「
神
奈
川
県
児
童
文
化
振
興
会
」
が
実
施
す
る

「
神
奈
川
子
ど
も
の
詩
の
展
覧
会
」の
作
品
で
す
。

﹇
子
ど
も
の
華
﹈ 

11
月
10
日（
日
）

9
日
に
実
施
す
る
「
子
ど
も
華
道
は
じ
め
」
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
9
日
の
活い

け
こ
み
の
よ

う
す
も
見
学
で
き
ま
す
。

内野邸ボランティア
　内野邸のご当主である内野洋一郎さんと、ボランティ
アで内野邸の管理に携わる平本功さんに伺いました。

　内野邸の公開時の受け付けや案内、清掃や庭の草
むしりなどを行うボランティアの皆さん。内野さんの

「好きなことを、好きな時間に、好きなだけ」してもら
えればよいという思いのとおり、「興味のあることを楽
しみながら、無理なく、できることを」手伝っています。
　素人である地元の皆さんが中心だからこそ、感じた
ままを大切にご案内する解説はお客様にも喜ばれ、

「楽しかったです」と言って帰られることが多いそう
です。また、内野邸を舞台に行う各種イベントは、邸
内の魅力に引かれた人から声がかかり、催すことがほ
とんど。内野邸を訪れる人、ボランティアとして携わ
る人が皆、楽しみながら活動し、内野邸という歴史的
建造物を舞台にさまざまな交流が図られています。

板
橋
秋
の
交
流
会 

連
携
企
画

「
内
野
邸
公
開
・
特
別
展
示
」

平本功
いさお

さん 内野洋一郎さん
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■ 

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

　
人
口
約
25
万
人
。

　

メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
近
い
都
市
で
、
文

化
、
食
事
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
メ
キ

シ
コ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。「
チ
ュ
ラ
ビ

ス
タ
」は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で「
美
し
い
眺
め
」

を
意
味
し
、
温
暖
な
気
候
と
美
し
い
町
並
み
か

ら
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
小
田
原
市
と
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
は
、
と
も
に

海
岸
に
面
し
、
気
候
が
温
暖
な
こ
と
、
柑か

ん

橘き
つ

類

を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
類
似
し
て
い
る

点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
56
年
11
月
8
日
に

姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
を
し
ま
し
た
。

■ 

「
私
た
ち
が
、チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
で

 

学
ん
で
き
た
こ
と
」
を

 

紹
介
し
ま
す
!

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
情

　
大
学
で
経
営
学
を
学
び
、
日
米
の
消
費
者
の

購
買
行
動
や
店
舗
運
営
の
違
い
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
舗
展
開
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
は
、
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
働

く
女
性
が
多
い
た
め
、
買
い
物
に
は
荷
台
の
大

■ 

海
外
姉
妹
都
市
青
年
交
流
事
業

　

市
民
団
体
「
小
田
原
海
外
市
民
交
流
会

（
Oオ

イ

フ

ァ

I
F
A
）」
と
市
の
共
催
で
、
18
〜
28
歳

の
青
年
を
対
象
に
、
姉
妹
都
市
・
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ

市
と
の
間
で
、
毎
年
夏
に
国
際
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
市
の
派
遣
青
年
は
、
お
互
い
の
国
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
両
市
間
の
相
互
理
解
や
友

好
親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
へ
派
遣
し
た

青
年
は
、
こ
れ
ま
で
で
1
1
0
人
。
両
市
合

わ
せ
て
1
7
6
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

き
な
車
で
行
き
、
一
週
間
分
の
ま
と
め
買
い
を

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
世
界
最
大
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
店
が
集
中
し
て
出

店
し
、
消
費
者
を
独
占
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に
陳
列
す
る
方
法
や
、
運
営

管
理
費
を
最
低
限
に
抑
え
る
効
率
的
な
店
内
は
、

「
顧
客
第
一
」
と
考
え
る
日
本
の
店
舗
運
営
と

大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ

　
祖
父
に
視
覚
障
が
い
が
あ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
で
は
、
公
共
交
通
機
関
・
施

設
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

動
物
園
、
道
路
な
ど
多
く
の
場
所
に
、
車
椅
子

を
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
常
に
あ
り
、
車
椅

子
を
利
用
す
る
人
が
身
体
的
・
精
神
的
な
壁
を

感
じ
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
応
可
能
な

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
や
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
い
っ
た
言
葉
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
小
田
原
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
、
実
践
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

30回めを迎えた「海外姉妹都市青年交流事業」。
この夏の派遣青年4人が、それぞれの研究テーマに
添って、姉妹都市「チュラビスタ」を紹介します !

問  文化政策課  ☎ 33 -1703

「チュラビスタ」
に行ってきました !

海外姉妹都市
青年交流事業

鍛
き

代
た い

 紗
さ

己
き

さん

内田 恵理子さん

チュラビスタでの歓迎パーティー会場前にて（中央がチュラビスタ市長 ）
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学び多き都市間交流

　市長の仕事を進めるうえで、政策のお手本や参考
となる他都市の取り組みを学んだり、他都市の首長
との交流を通じて切磋琢磨することは、とても大切
なことです。また、同じような状況や課題を持つ他
都市との、課題解決に関する情報共有や意見交換
は、有効な政策形成に欠かせません。そのような点
から、さまざまな都市間交流ネットワークは、大変
重要な役割を果たしています。
　小田原市も、幾つもの都市間交流に加わっていま
す。日光市との姉妹都市交流、岸和田市との友好都
市交流、斑

い か る が

鳩町との歴史文化都市交流の他、人口
20万人以上を目安に一般市以上の権限が与えられる
全国40の「特例市」で構成される「全国特例市市長
会」、史跡整備に取り組む約540自治体から成る「全
国史跡整備市町村協議会（全史協）」、二宮尊徳ゆ
かりの18自治体から成る「全国報徳研究市町村協
議会（報徳サミット）」、先人の教えを活

い

かした地域
づくりに取り組む14自治体から成る「嚶

おうめい

鳴協議会」、
梅を活かした地域活性化に取り組む12自治体から
成る「全国梅サミット協議会（梅サミット）」、北条氏
ゆかりの9市 2 町から成る「北条五代観光推進協議
会」、環境負荷の少ない持続可能な地域づくりを目
指す26自治体から成る「低炭素な地域づくりに取り
組む首長の会」など。
　それらの都市間交流では、定例の総会や役員会
の他、随時の勉強会、持ち回りでのサミットなどが
行われ、各地から集まる首長同士が旧交を温めつつ、
それぞれが取り組んでいる先進的な政策からヒント
を得たり、共同での新たな取り組みが生まれたりし
ます。また、政策や制度に関する国への提言などを
取りまとめるなどの貴重な作業の場ともなります。
　一年の中でも、10月から11月にかけては、特にこ
の交流が活発に行われる時期で、全国大会やサミッ
トへの参加のために出かけることが多くなります。小
田原でも、昨年は全史協の全国大会が行われ、来
年度は「嚶鳴フォーラム」と「梅サミット」が開催され
る予定。さまざまな学びが得られる都市間交流のご
縁を、これからも大切に育てていくつもりです。

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
の
幼
児
教
育

　
保
育
士
を
目
指
し
、
短
期
大
学
で
保
育
学
を

専
攻
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
の
幼
稚
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
通
じ
、
日
米
の
幼
児
教
育
の
違
い
を

実
感
し
ま
し
た
。
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
は
、
メ
キ
シ

コ
と
の
国
境
に
近
い
ま
ち
な
の
で
、
ス
ペ
イ
ン

語
を
話
す
人
が
多
く
、
幼
稚
園
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
と
英
語
を
勉
強
し
ま
す
。
小
学
校
教
育
の

一
環
と
し
た
「
授
業
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
国
際
化
が
進
む
今
、
幼
児
期
か
ら
語
学
を
学

ぶ
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
小
田
原
で
も
参
考

に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

継
承
さ
れ
て
い
く
両
市
の
交
流

　
高
校
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
経
験
か
ら
、

異
文
化
体
験
活
動
は
、
私
た
ち
派
遣
青
年
と
地

域
住
民
の
双
方
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
な
が
ら
、
青
年

交
流
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
ペ
ア
青
年
の
祖
母
と
の
出
会
い
に

よ
り
、地
域
住
民
と
の
親
密
な
関
係
は
、
そ
の
土
地

へ
の
思
い
に
比
例
す
る
の
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
長
く
深
い
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
姉
妹
都
市
交
流
を
継

承
し
て
い
く
た
め
に
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

小
こ

堤
づつみ

 ゆうきさん

島田 綾子さん
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暮
ら
し
を
支
え
る

下
水
道

　

下
水
道
を
お
使
い
の
家
庭
の
台

所
、
風
呂
場
、
水
洗
ト
イ
レ
か
ら
流

さ
れ
た
排
水
は
、
道
路
な
ど
に
埋
め

ら
れ
た
下
水
道
管
を
通
っ
て
処
理
場

に
集
め
ら
れ
、
き
れ
い
な
水
に
処
理

さ
れ
て
か
ら
、
河
川
に
流
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
小
田
原
市
で
は
、
約
15
万
人
が
下

水
道
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
下
水
道
の
整
備
が
始
ま
っ
た

の
は
1
9
5
9（
昭
和
34
）年
で
、

近
隣
の
市
よ
り
も
や
や
早
く
始
ま
り

ま
し
た
。
1
9
6
6（
昭
和
41
）年
に
、

寿
町
終
末
処
理
場
で
、
小
田
原
駅
の

南
側
に
広
が
る
市
街
地
の
下
水
処
理

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
酒
匂

川
の
左
岸
と
右
岸
に
神
奈
川
県
流
域

下
水
道
の
処
理
場
が
建
設
さ
れ
、
現

在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
前
は
、
生

活
排
水
で
水
路
や
川
が
濁
り
、
ハ
エ

や
蚊
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
水
道
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
生
活

環
境
の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
下
水
道

管
の
延
長
は
、
小
田
原
駅
か
ら
姫
路

駅
ま
で
の
線
路
の
長
さ
に
匹
敵
す

る
、
約
5
6
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
り
、
私
た
ち
の
住
み
よ
い
暮
ら

し
を
支
え
て
い
ま
す
。

大切な下水道
きれいな水

住みよい暮らしを支える

下水道事業の
経営状況に関して、
説明会を開催します

皆さんが家庭や事業所などで使った水は、どこを通り、
どのように浄化され、川や海に流れているのでしょうか。
下水道事業は、下水道利用者が納める使用料で賄われています。
この機会に、下水道について、一緒に考えてみてください。

問 下水道総務課 ☎33-1616

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

下水道管

ポンプ場

沈
ちん

砂
さ

池
ち

最初沈殿池
最終沈殿池

反応タンク

消毒設備

水質検査
汚泥処理施設

排水路

マンホール
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下
水
道
事
業
と

下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
事
業
で
は
、
雨
水
処
理

な
ど
一
般
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る

一
部
の
経
費
を
除
き
、
下
水
道
管

の
維
持
管
理
や
処
理
場
の
運
転
、
過

去
に
整
備
し
た
下
水
道
の
借
入
金

の
返
済
に
充
て
る
経
費
は
、
下
水

道
使
用
料
で
賄
う
と
い
う
原
則
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
小
田
原
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
整
備
し
た
下
水
道
の
借
入
金

の
返
済
額
が
約
46
億
円
と
な
り
、
使

用
料
収
入
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
生
活
習
慣
の

変
化
や
節
水
志
向
の
高
ま
り
か
ら

水
の
使
用
量
が
減
少
し
、
下
水
道

使
用
料
収
入
は
、
減
収
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

下
水
道
事
業

　
市
で
は
、
職
員
の
削
減
や
民
間
へ

の
委
託
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
借
入
金
の
返
済
や
下
水

道
施
設
の
維
持
管
理
費
を
使
用
料
収

入
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
借
入
金

の
増
額
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
う
こ
と
で
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
状
況
に

対
し
、
下
水
道
運
営
審
議
会
に
、
今

後
の
運
営
や
使
用
料
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
、
次
の
と
お
り
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
運
営
審
議
会

か
ら
の
答
申

答
申
の
概
要

下
水
道
事
業
運
営
の
あ
り
方

●	

下
水
道
の
未
普
及
地
区
の
整
備
を

進
め
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
下
水

道
管
の
長
寿
命
化
や
地
震
対
策
を

同
時
に
実
施
し
、
適
切
な
維
持
管

理
体
制
を
確
立
す
る
。

●	

下
水
道
使
用
料
で
賄
う
べ
き
経
費

を
明
確
に
し
、
計
画
を
超
え
る
借

入
金
で
不
足
財
源
を
補
う
こ
と
を

避
け
る
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定

●	

現
状
の
下
水
道
使
用
料
で
は
、
今

後
の
収
入
が
不
足
す
る
た
め
、
平

均
9.

25
パ
ー
セ
ン
ト
の
使
用
料

改
定
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
、
市
で
は
、
下

水
道
を
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

や
企
業
な
ど
に
対
し
、
経
営
状
況

や
使
用
料
改
定
の
必
要
性
を
説
明

し
、
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

詳
し
い
答
申
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

下水道事業の経営状況に関する説明会
下水道事業の現状、経営状況などについてお知らせ
するため、次のとおり、市民説明会を開催します。
○ 内容（予定） ● 整備状況および今後の整備計画について
 ● 維持管理について
 ● 下水道事業の経営状況について
 ● 使用料改定の必要性について

尊徳記念館1階 視聴覚室
○ 日時  11月14日（木） 午後7～9時
橘タウンセンターこゆるぎ2階 こゆるぎホールA・B・C
○ 日時  11月19日（火） 午後7～9時
川東タウンセンターマロニエ3階 集会室301
○ 日時  11月24日（日） 午後7～9時
市役所7階 大会議室
○ 日時  11月30日（土） 午後7～9時

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
暮
ら

し
の
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
暮

ら
し
」の「
下
水
道
・
し
尿
」→

「
下
水
道
に
つ
い
て
」の「
下
水

道
運
営
審
議
会
に
つ
い
て
」

平成24年度下水道事業特別会計の決算状況

歳出
78億1千万円

歳入
78億1千万円

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

借入金の返済
46億4千万円
59%

その他
1億8千万円

3%

その他
5億3千万円

7%
借入金（市債）

16億5千万円
21%

一般会計からの
繰入金（税金）

22億円
28%

下水道使用料
34億3千万円
44%

維持管理費
17億8千万円
23%

整備費
12億1千万円

15%

使用水量の推移
（万 m3）2,180

2,140

2,100

2,060

2,020

0
H20 H22 H24H21 H23 （年度）

市長に答申を渡す下水道運営審議会 茂
も

庭
にわ

会長

この日程以外にも、昼間の説明会を開催する予定です。
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3
4

2

消
防
車
や
救
急
車
の

到
着
時
間
が
短
縮

　

消
防
の
広
域
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
た
効
果

の
一
つ
が
、
消
防
車
や
救
急
車
の
現
場
へ
の

到
着
時
間
の
短
縮
で
す
。

　
広
域
化
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、「
神
奈
川

県
西
部
広
域
消
防
運
営
計
画
」
で
「
広
域
化

に
よ
り
運
用
効
果
が
向
上
す
る
地
区
」
と
し

て
想
定
し
て
い
た
地
区
や
、
そ
れ
以
外
の
地

区
で
も
、
到
着
時
間
が
短
縮
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
管
轄
区
域
を
超
え
た
消
防
活

動
が
可
能
と
な
り
、
災
害
地
点（
地
区
）に
最

も
近
い
署
所
か
ら
の
出
動
を
原
則
に
、
出
動

区
域
を
見
直
し
た
こ
と
で
、
広
域
化
前
の
管

轄
区
域
の
境
に
当
た
る
地
区
を
中
心
に
現
場

到
着
時
間
が
短
縮
し
て
い
ま
す
。

地区名 H24年
（4～9月）

H25年
（4～9月）

時間
短縮効果

広域化前 広域化後

広域化前と広域化後の
救急出動の現場到着時間の比較

（単位 分：秒）

1 運用効果向上想定地区（広域消防運営計画）

小田原市小竹 12：12 7：33 4：39

小田原市小船 11：19 8：30 2：49

小田原市沼代 11：10 8：36 2：34

小田原市北ノ窪  7 ：27 6：39 0：48

大井町上大井 10：56 9：03 1：53

大井町西大井 10：20 8：15 2：05

2 その他、効果が得られた地区

小田原市羽根尾 9：55 6：40 3：15

小田原市曽比 7：22 6：18 1：04

開成町吉田島 8：39 7：00 1：39

大井町金子 8：46 7：23 1：23

南足柄市岩原 7：34 5：13 2：21

南足柄市塚原 6：52 5：46 1：06

1  事例1

2  事例2

3  事例3

4  事例4

消
防
広
域
化
か
ら
半
年

す
で
に
効
果
が
出
て
い
ま
す
!

3
月
31
日
に
、県
西
地
域
2
市
5
町
（
小
田
原
市
、南
足
柄
市
、中
井
町
、大
井
町
、

松
田
町
、山
北
町
、開
成
町
）
で
消
防
の
広
域
化
を
実
施
し
、半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、広
域
化
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問  
消
防
本
部 

広
域
調
整
課  

☎ 

49-
4
4
2
3

効
果

小田原市

中井町大井町
開成町

南足柄市

山北町

松田町

1

小田原市消防本部・
小田原消防署

国府津出張所

南町分署

荻窪出張所

栢山出張所岡本出張所

足柄消防署

山北出張所 松田分署

西大友出張所

中井出張所
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11月9日（土）～15日（金）

秋季火災予防運動
問 消防本部予防課  ☎ 49-4428

火災が発生しやすい季節を迎えます。
火の取り扱いに注意しましょう。

住宅防火  いのちを守る  7つのポイント

3つの習慣
■ 寝たばこは、絶対やめる。
■ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
■ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
 防炎品を使用する。
■ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
■ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

12月1日（日）

小田原医師会 
心肺蘇生法・乳幼児救急蘇生法
講習会
問 消防本部救急課  ☎ 49- 4441

　小田原医師会では、「救急医療 」をテーマに、専門の先生の分かり
やすい講演を行います。その後、心肺蘇生法の実技講習を行います。
　心肺蘇生法は、病気やけがなどで突然意識をなくしたとき、呼吸停
止、心停止、またはこれに近い状態になったとき、傷病者を救命する
ために行うものです。手当てを早く行うことができるかどうかが、後
の経過に大きく影響します。
　参加者には、小田原市消防本部より「救命講習修了証 」が交付さ
れます。
　ぜひこの機会に、心肺蘇生法についての正しい知識を身につけましょう。

日時 12 月1日（日） 午後1時〜5時
場所 保健センター3階 大研修室
内容 ■ 心肺蘇生法講演会（小田原医師会 小林病院 羽鳥信

のぶ

郎
お

医師）

 ■ 乳幼児救急蘇生法講演会（足柄上病院 奥典宏医師）

 ■ 心肺蘇生法実技講習
      （小田原市消防本部、湯河原町消防本部、箱根町消防本部）

定員 50人（申込先着順 ）

申込 小田原医師会まで電話で   小田原医師会  ☎ 22-5670

出動部隊数の増加に
よる初動体制の強化

　災害現場での活動では、初期の段
階でいかに迅速に、いかに多くの消防
力（人・車）を投入できるかが、被害
の軽減に大きく影響します。
　消防の広域化により、初動体制（第
1出動）における出動部隊数が増えた
ことで、早期の延焼防止が可能とな
るなど、災害対応力が強化されてい
ます。

事例1    4月  建物火災

■   松田町神山地区
松田分署、足柄消防署に続き対応する
のは、広域化前は山北出張所でしたが、
山北出張所よりも現場から近い、西大
友出張所、栢山出張所の部隊が対応す
るようになり、部隊全体の現場到着時
間が短縮し、近隣建物などへの延焼の
拡大を阻止できました。

事例 2   4月  交通事故

■   中井町境付近路上
中井出張所がまず到着し、消防隊と救
急隊が救出活動。その後、広域化によ
り発足した小田原消防署高度救助隊、
足柄消防署特別救助隊がほぼ同時に到
着。2隊の救助隊により、傷病者を大
破した車両から早期に救出できました。

事例 3    5月  その他火災

■   小田原市曽比地区
栢山出張所、西大友出張所に続き松田
分署、岡本出張所、足柄消防署などの
部隊が対応するようになり、広域化前
よりも早期に多部隊で放水することが
でき、延焼の拡大を阻止できました。

事例 4    7月  建物火災

■   南足柄市塚原地区
栢山出張所がまず到着。本来は岡本出
張所がまず出動する地域ですが、他の
災害で出動中だったため、広域化によ
るバックアップ体制の強化により栢山出
張所の部隊が、出動して5分で現場に
到着できました。

効
果
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繰越金  30 億7,600万円 

諸収入  18億 2,100万円 

その他  12億 3,500万円
使用料及び手数料  

15億7,900万円

歳出
計589億

6,700万円

歳入
計625億

2,700万円

一
般
会
計
の
前
年
度
比
較

歳
入

　
市
民
税
は
増
加
し
た
も
の
の
、
固

定
資
産
税
が
減
少
と
な
り
、
市
税
全

体
で
約
2
億
5
1
0
0
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
・
県

支
出
金
は
約
1
億
2
0
0
0
万
円
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税

が
約
2
億
7
7
0
0
万
円
、
市
債
が

約
9
億
8
8
0
0
万
円
と
、
そ
れ
ぞ

れ
増
額
と
な
り
、
全
体
で
は
約
6
億 

9
2
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

歳
出

■  

義
務
的
経
費

　
児
童
手
当
は
減
少
し
た
も
の
の
、

生
活
保
護
費
や
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
が
増
加
し
た
た
め
、
扶
助
費
は

約
3
億
8
6
0
0
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
地
域
手
当
の
支

給
率
の
改
定
な
ど
に
よ
り
人
件
費
が

約
2
億
8
9
0
0
万
円
の
減
額
、
公

債
費
も
約
3
億
9
4
0
0
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
義
務
的
経

費
全
体
で
は
約
2
億
9
7
0
0
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

■  

投
資
的
経
費 

　
小
中
学
校
施
設
改
修
事
業
、
天て

ん

神じ
ん

橋ば
し

架か
け

替か
え

事
業
な
ど
で
約
6
億 

4
8
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

■  

繰
出
金
他 

　
国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保

険
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
や
企
業

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
約
2
億 

4
8
0
0
万
円
増
額
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
歳
出
総
額
は
約
2
億 

8
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
の
財
政
運
営

一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
財
政
状
況
は
、
市
税

が
減
収
傾
向
で
あ
る
一
方
、
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
民
生
費

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

義
務
的
経
費
の
う
ち
扶
助
費
な
ど
が

増
え
続
け
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
そ
の
中
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
重
点
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て

い
る
土
地
開
発
公
社
の
土
地
の
買
い

戻
し
な
ど
、
市
全
体
の
実
質
的
な
債

務
の
減
少
に
努
め
る
な
ど
収
入
と
支
出

の
バ
ラ
ン
ス
や
将
来
の
財
政
負
担
を
考

慮
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

　
市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と
は

別
に
、
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業

を
行
う
特
別
会
計
が
、
下
水
道
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
10
会
計
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
事
業
の
収
益
を
財
源
に

運
営
す
る
企
業
会
計
が
、
水
道
と
病

院
の
2
会
計
あ
り
ま
す
。
全
会
計
の

収
支
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小田原市の

財政状況
平成24年度の決算概要
問  財政課  ☎33-1312

平成24年度特別会計・企業会計の決算状況

特
別
会
計

企
業
会
計

会計名

競輪事業

下水道事業

国民健康保険
診療施設事業

後期高齢者
医療事業

介護保険事業

特別会計  計

天守閣事業

国民健康保険事業

公設地方卸売
市場事業

公共用地
先行取得事業

宿泊等施設事業

水道事業

病院事業

企業会計  計

111億 7,000万円 109億8,200万円 1億8,800万円

93億8,200万円 91億8,300万円 1億9,900万円

3,700万円 3,300万円 400万円

35億5,300万円 35億   700万円 4,600万円

113億4,200万円 113億3,600万円 600万円

589 億7,900万円 582億6,600万円 7億1,300万円

2億 1,700万円 1億7,100万円 4,600万円

221億9,900万円 221億4,200万円 5,700万円

1億2,600万円 1億1,900万円 700万円

4億2,600万円 4億2,600万円 0円

5億 2,700万円 3億6,700万円 1億6,000万円

27億8,300万円 26億 5,500万円 1億2,800万円

117億9,300万円 116億 1,300万円 1億8,000万円

145億 7,600万円 142億6,800万円 3億    800万円

支出済額 収支差引額収入済額

依存財源
その他  9 億 3,500万円

地方交付税  16 億5,600万円
地方消費税交付金  

19 億 2,600万円
県支出金  39 億5,100万円

市債  46 億500万円
国庫支出金  98億 200万円

教育費  
60 億5,400万円

商工費 10 億 2,500万円
消防費  23億2,200万円
土木費  59 億6,900万円

衛生費  60億900万円

議会費・労働費  5億8,800万円
農林水産業費  7億 2,300万円 民生費  

228億4,800万円

自主財源
市税  
319 億4,100万円

総務費  
72億9,300万円

公債費  
61億 3,600万円

※ 収入済額には一般会計からの法令などの基準に基づく繰出金などを含みます。
※ 100 万円単位で表示しています。
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防災対策、住民登録や市庁舎の維持管理などの
ために（総務費）

37,056 円

健康や医療対策、ごみ処理などのために（衛生費） 30,531 円

商工業、観光の振興のために（商工費） 5,207 円

市民を火災や水害から守るために（消防費） 11,799 円

学校教育、生涯学習施設の整備、
文化財の保護などのために（教育費）

30,761 円

道路や公園の整備、まちづくりのために（土木費） 30,330 円

借入金の返済のために（公債費） 31,178 円

市
税
収
入
、

義
務
的
経
費
な
ど
の
推
移

市
税
収
入

　
個
人
市
民
税
の
動
向
に
連
動
し
て

推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
以

降
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
な

ど
に
よ
り
減
収
傾
向
に
あ
り
、
24
年

度
は
19
年
度
と
比
べ
、
約
28
億
円
の

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費

　
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
自
由
に
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
が

こ
れ
に
当
り
ま
す
。
支
出
に
占
め
る

割
合
が
高
い
と
自
由
に
使
え
る
お
金

が
少
な
く
な
る
の
で
、
弾
力
的
な
財

政
運
営
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

■ 

人
件
費

　
職
員
の
給
与
、
議
員
や
各
種
委
員

の
報
酬
な
ど
の
経
費
で
す
。
平
成
24
年

度
は
、
地
域
手
当
の
支
給
率
の
改
定

な
ど
に
よ
り
、
約
2
億
8
9
0
0
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 
扶
助
費

　

生
活
保
護
や
障
が
い
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
医
療
費
の
助
成
な
ど
の

経
費
で
す
。
高
齢
化
の
進
展
や
少
子

化
へ
の
対
策
な
ど
、
社
会
情
勢
に
対

応
し
た
福
祉
政
策
に
よ
り
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

■ 

公
債
費

　
公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
な
ど

に
借
り
入
れ
た
、
市
債
の
元
金
と
利

子
の
返
済
の
た
め
の
経
費
で
す
。
市

債
残
高
の
増
減
と
連
動
す
る
た
め
、

残
高
の
減
少
に
伴
い
公
債
費
も
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

     市民1人にいくら使われているの?
皆さんが納めた市税のうち、市民税、固定資産税、市たばこ税な
どは、防災対策や学校教育、福祉・子育て環境の充実など、さ
まざまな事業に使われています。また、使い道が限定された目
的税として、都市計画税は都市計画事業などに、入湯税は観光
振興などに使われています。

     家計簿に置き換えてみると…

市の一般会計決算を家計簿に置き換えてみました。
1年間の家計の収入と支出を、一般会計決算額の1万分の1と
すると、次のようになります。

※収入（625万円）と支出（589万円）の差額（36万円）は、翌年度へ繰り越します。

※ 平成25年3月31日現在の住民基本台帳による人口196,809人で計算

市民一人当たりに換算すると…
市民一人当たり 納税額 162,296円・支出額  299,614 円

福祉や子育て環境の充実のために（民生費） 116,092円

農業、林業、水産業の振興のために（農林水産業費） 3,673 円

議会の運営などのために（議会費、労働費） 2,987 円

収入  合計625万円 支出  合計589万円

収入と支出の構成

不動産収入
（財産収入など）
1万円

パート収入
（使用料など）
25万円

新規のローン（市債）
46万円

事業収入・預貯金の
取り崩し（繰入金、
繰越金、諸収入）
51万円

親からの仕送り
（国・県からの
補助金・交付金など）
183万円

給料（市税）
319万円

車の修繕
（維持補修費）2万円

貯金（積立金など）11万円

家の改築
（投資的経費） 53万円

ローン返済金（公債費）
61万円

子どもへの仕送り
（他会計への繰出金）
73万円

食費（人件費）109万円

電気代・保険料
（物件費、補助費） 
127万円

医療費
（生活保護などの扶助費） 
153万円

650

600

500

400

300

200

100

0

?

?

市税収入と義務的経費の推移

市税 人件費 公債費 扶助費

125

101

65

117

105

64

118

112

63

140

118

67

149

112

65

350

300

150

100

50

0

（
億
円
）

600

500

400

0

（
億
円
）

H19 H20 H21 H22 H23 H24 （年度）

（年度）H19 H20 H21 H22 H23 H24

一般会計の市債残高の推移

550 523 513 492 471 451

347 342
329

321 322 319

61

109

153
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4
つ
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」

     

実
質
赤
字
比
率

　
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費
を

経
理
す
る
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
表
し

て
い
ま
す
。

黒
字
の
た
め
算
定
な
し

     

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
企
業
会
計
（
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
含
む
）の
赤
字
や
黒
字

を
合
算
し
、
市
全
体
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
表
し
て
い

ま
す
。

黒
字
の
た
め
算
定
な
し

公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
料
金
収
入

と
比
較
し
て
表
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
公

営
企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事
業

会
計
、
天
守
閣
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会

計
の
5
つ
の
会
計
で
す
。

資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
た
め

算
定
な
し

　
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
、
市
債
残
高

の
動
き
を
表
示
す
る「
借
金
時
計
」は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

     
実
質
公
債
費
比
率

　
市
債
な
ど
の
返
済
額
の
大
き
さ
を
表
し
て
い

ま
す
。﹇

9.
1
%
﹈

市
債
残
高
の
減
少
に
伴
い
元
利
償
還
率

が
年
々
減
り
、
前
年
度
か
ら
1.
1
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

     

将
来
負
担
比
率

　

市
の
全
て
の
会
計
の
市
債
や
、
将
来
支
払

う
可
能
性
の
あ
る
負
担
額
な
ど
の
、
現
時
点

で
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

﹇
37.
2
%
﹈

市
債
残
高
の
減
少
、
基
金
残
高
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
14.
2
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

問 

財
政
課  

☎
33

-

1
3
1
2 

市
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、「
財
政
の

健
全
性
」
を
判
断
す
る
た
め
に
、4
つ
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業
会
計
の 

「
資
金
不
足
比
率
」
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

算
定
の
結
果
、市
財
政
は
「
健
全
段
階
」
で
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
市
政
情
報
」

を
ク
リ
ッ
ク
→
財
政
状
況

1

34

2

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く

市
の
財
政
は「
健
全
段
階
」

財政状況判断基準
　財政健全化法では、「早期健全化基準」
と「財政再生基準」の2段階の判断基準
が定められています。早期健全化基準を
超えると、自治体は、健全化計画を策定し、
財政の健全化を図らなければなりません。
財政再生基準を超えると、いわゆる「財政
破たん」とみなされ、再生計画を策定し、
国などの関与のもと、財政再建に取り組
むこととなります。

H23                 69.2 %
H24              60.0 %

H22                    79.7 %
H21                         92.8 %
H20                            100.9 %
H19                               110.4 %

H24        37.2 %
H23          51.4 %
H22                 69.5 %
H21                          88.7 %
H20                         90.2 %
H19                                 115.8 %

財政悪化

小田原市

0% 100%
早期健全化基準

350%
早期健全化基準

25%
財政再生基準

35%

財政良好

全国平均

将来負担比率

小田原市

0%

財政良好 財政悪化

全国平均

10%

H23                            9.9 %
H24                         9.2 %

H22                             10.5 %
H21                                11.2 %
H20                                  11.8 %
H19                                    12.3 %

H24                          9.1 %
H23                            10.2 %
H22                              10.7 %
H21                                    11.9 %
H20                                    12.6 %
H19                                     12.9 %

実質公債費比率

早期健全化
基準を大幅に
下回っています。

早期健全化
基準を大幅に
下回っています。
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平成24年度の行政改革による
主な効果額 

（2億 2,867万円）

歳出削減額

2億 2,531万9千円
● 地域手当の見直し
● 指定管理者制度の導入

など

歳入増加額

335万1千円
● 広告収入等による新たな

歳入確保策の導入
● 市有地の有効活用による

新たな歳入確保   
 など　

行政改革の
取り組み

問  行政管理課  ☎33-1305

市では、平成23年3月に「小田原市行政改革指針」
を策定しました。
指針に基づき、各部署で事務事業を見直し、改善・
改革の具体的な計画「行革アクションプログラム」
を取りまとめ、行政改革に取り組んでいます。

「小田原市行政改革指針」の3つの視点

▶  視点 1　効率的・効果的な行財政運営の推進

推進項目1  事業の休廃止、見直し、
 類似・重複事業の整理・統合
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 消防の広域化の実施　
 ■ 災害時要援護者管理システム構築

推進項目2  施設の管理運営方法等の見直し
 （ファシリティマネジメントの推進）
平成24年度の
主な取り組み

 ■ スポーツ施設への指定管理者制度の導入
 

推進項目3  定員管理の適正化、
 人材育成と人事給与制度の見直し
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 地域手当の見直し
 

推進項目4  職員の意識改革
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 業務改善・職員提案制度の推進
 

▶  視点2　 健全な行財政運営の推進

推進項目1  歳入確保
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 広告収入等による新たな歳入確保
 ■ 市有地の有効活用による新たな歳入確保
 

推進項目2  歳出抑制
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 健全化指標に基づく財政規律の確保
 ■ 衛生環境保持事業の見直し

▶  視点3　市民との協働による行財政運営の推進

推進項目1  市民や民間の力による
 事業展開の推進
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 小田原城ミュージックストリートの見直し
 

推進項目2  市民と行政の情報共有と
 市民によるモニタリング
平成24年度の
主な取り組み

 ■ 財政状況の公表の仕方（財政白書）
 ■ ごみ分別状況調査結果の公開

平成25年度以降の取り組み
　平成24年度の見直し結果や社会情勢の変化な
どを踏まえ、「行革アクションプログラム2013」
をまとめました。
　今後も継続して、行政改革に取り組んでいき 
ます。

▶ 新たに加えた主な取り組み

 ＞ 企業立地等優遇制度の見直し
 ＞ 下水道事業の企業会計化
 ＞ 人事・給与システム再構築に伴う業務標準化の

取り組み
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産
業
政
策
課  

☎ 

33-  
1
5
1
5

問

　
昨
年
8
月
、
市
で
は
「
ア
マ
ゾ

ン
ジ
ャ
パ
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

株
式
会
社
の
小
田
原
市
へ
の
進
出

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
社
が
事
業
を
円

滑
に
行
う
こ
と
に
市
が
協
力
し
、

ま
た
、
同
社
は
地
域
貢
献
を
行
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア

「
A
m
a
z
o
n.
co.
j
p
」
で
、

小
田
原
の
特
産
品
を
販
売
す
る

特
別
企
画
「
神
奈
川
県
フ
ェ
ア

『
小
田
原
特
集
』」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
特
産
品
の
販
路
拡
大
は
、

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

i

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、

❶ 

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ

て
開
催
。

❷ 

観
光
シ
ー
ズ
ン
か
ら
年
末
商
戦

へ
と
販
売
の
機
会
を
継
続
。

❸ 

年
末
商
戦
で
、
お
歳
暮
、
ク
リ

ス
マ
ス
需
要
を
取
り
込
む
。

と
い
っ
た
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

※	 「
小
田
原
特
集
」
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者

に
は
、
初
期
費
用
、
登
録
料
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※	

年
内
に
新
規
加
入
す
る
と
、
月
額
登
録
料

（
4
9
0
0
円
）
の
3
か
月
分
が
無
料
と
な

る
、
事
業
者
に
お
得
な
条
件
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
扇
町
に
あ
る
小
田

原
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

（
物
流
セ
ン
タ
ー
）で
事
業
を
拡
大

し
、
市
民
の
雇
用
を
進
め
る
他
、

小
田
原
の
名
産
品
・
特
産
品
、
事

業
者
を
応
援
し
、
今
後
も
地
域
貢

献
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
A
m
a
z
o
n.
c
o.
j
p
」

神
奈
川
県
フ
ェ
ア「
小
田
原
特
集
」

開
催
期
間 

〜
11
月
20
日（
水
）

※	

商
品
は
、
特
別
企
画
終
了
後
も
、

A
m
a
z
o
n.
c
o.
j
p
で
継

続
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

「
A
m
a
z
o
n.
c
o.
j
p
」で

神
奈
川
県
フ
ェ
ア
「
小
田
原
特
集
」

　
小
田
原
に
は
、素
晴
ら
し
い「
農

産
物
」、「
工
芸
品
」、「
人
材
」に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
魅

力
を
合
わ
せ
て
、
物
語
性
、
独
自

性
、
市
場
性
、
将
来
性
を
持
つ
ス

イ
ー
ツ
を
生
み
出
し
、
新
し
い

「
食
」
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
小

田
原
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア

ム
開
発
推
進
委
員
会
」
が
、
小
田

原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム
参
加
店

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
の
14

店
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
2
月
頃
か
ら
各
店
で
販

売
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
販
売
に
先
立
ち
、
次
の
と
お
り

「
小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム

お
披ひ

露ろ

目め

イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
、

そ
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

※	

14
店
の
ス
イ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

今
後
改
め
て
広
報
小
田
原
で
紹

介
し
ま
す
。

i

小
田
原
ス
イ
ー
ツ

プ
レ
ミ
ア
ム
の
定
義

　
市
内
飲
食
店
で
提
供
す
る
次
の

要
件
を
満
た
す「
ス
イ
ー
ツ
」

❶ 

「
お
だ
わ
ら
ふ
る
ー
つ（
小
田
原

産
の
野
菜
・
果
物
）」
を
使
用
し

た
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

❷ 

器
に
小
田
原
地
域
の「
工
芸
品
」

を
使
用
す
る
こ
と

❸ 

「
手
わ
ざ
」
の
感
じ
ら
れ
る
ス

イ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム

i
n 

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

日
時 

11
月
23
日（
祝
）

	

午
後
1
時
30
分
〜

場
所 

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト

	

1
階
キ
ャ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

内
容 

認
証
店
の
発
表
、
人
気
パ
テ
ィ

シ
エ 

柳や
な
ぎ

正た
だ

司し

さ
ん
・
鎧

よ
ろ
い

塚づ
か

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

記
念
ラ
イ
ブ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
な
ど（
予
定
）。

11
月
23
日（
祝
）お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
の
列
「
神

奈
川
県
フ
ェ
ア 

小
田
原
特
集

の
サ
イ
ト
へ
」
を
ク
リ
ッ
ク

問

産
業
政
策
課  

☎ 

33-  
1
5
1
8

小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム
開
発
推
進
委
員
会

（
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
）　
☎ 

23-  
1
8
1
1

16



　
議
案
は
、
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
4
階
）、
支
所
・
連
絡
所

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
審
議
の
内
容
は
、

「
市
議
会
だ
よ
り
11
月
1
日
号
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■	

専
決
処
分
の
報
告（
事
故
賠
償
）

7
件

■	

財
団
法
人
小
田
原
市
学
校
建
設
公

社
経
営
状
況
の
報
告

■	

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

■	

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

■	

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

■	

地
方
税
法
第
3
1
4
条
の
7
第
1

項
第
4
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
受

け
入
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

等
を
定
め
る
条
例

■	

諸
収
入
金
に
対
す
る
延
滞
金
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■	

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■	

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■	

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

i

■	

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■	

保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■	

消
防
団
員
の
定
員
、
任
用
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■	

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
城
山
陸

上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
等
改
修
工
事
）

■	

訴
え
の
提
起

■	

公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関

す
る
処
分
に
係
る
異
議
申
立
て
に

対
す
る
決
定
に
つ
い
て
の
諮
問

	

（
ケ
イ
エ
ム
大
箱
根
自
動
車
株
式

会
社
、
日
本
交
通
小
田
原
株
式
会

社
、箱
根
観
光
自
動
車
株
式
会
社
）

■	

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例

■	

平
成
24
年
度
一
般
会
計
継
続
費
精

算
報
告
書
の
報
告

■	

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告

■	

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
競
輪
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
天
守
閣
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療

施
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

■	

平
成
24
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
宿
泊
等
施
設
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

■	

平
成
24
年
度
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

■	

平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
剰
余

金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

■	

平
成
24
年
度
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定

■	

教
育
委
員
会
委
員（
栢
沼
行
雄
さ

ん
）の
任
命

■	

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
小
室
充み

つ

孝た
か

さ
ん
）の
選
任

■	

人
権
擁
護
委
員（
本
多
洋ひ

ろ

実み

さ
ん
）

の
推
薦

■	

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書

小
田
原
市
議
会
9
月
定
例
会

審
議
さ
れ
た
主
な
内
容総

務
課  

☎ 

33-  
1
2
9
1

問

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー  

☎ 

34-  
7
3
2
5

問

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
ご
み

を
捨
て
る
こ
と
も
、
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
衣
類
、
雑
誌
な

ど
、
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
出

た
ご
み
の
不
法
投
棄
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫

を
、
1
台
だ
け
道
路
に
置
く
よ

う
な
不
法
投
棄
も
目
立
っ
て
い

ま
す
。

i

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
不
法
投
棄
で
お
困
り
の

人
に
は
、
不
法
投
棄
撲
滅
啓
発

用
看
板
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
で
、「
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
」に
努
め
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
に
対
す
る
罰
則

■	

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

1
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
そ
の
両
方

■	

会
社
が
関
わ
っ
た
場
合
に
は
、
会

社
に
も
3
億
円
以
下
の
罰
金

11
月
は
不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月
間

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
!  

さ
せ
な
い
!  

ゆ
る
さ
な
い
!
」

小
田
原
ス
イ
ー
ツ

プ
レ
ミ
ア
ム
の
定
義

　
市
内
飲
食
店
で
提
供
す
る
次
の

要
件
を
満
た
す「
ス
イ
ー
ツ
」

❶ 

「
お
だ
わ
ら
ふ
る
ー
つ（
小
田
原

産
の
野
菜
・
果
物
）」
を
使
用
し

た
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

❷ 

器
に
小
田
原
地
域
の「
工
芸
品
」

を
使
用
す
る
こ
と

❸ 

「
手
わ
ざ
」
の
感
じ
ら
れ
る
ス

イ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

小
田
原
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム

i
n 

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

日
時 

11
月
23
日（
祝
）

	

午
後
1
時
30
分
〜

場
所 

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト

	

1
階
キ
ャ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

内
容 

認
証
店
の
発
表
、
人
気
パ
テ
ィ

シ
エ 

柳や
な
ぎ

正た
だ

司し

さ
ん
・
鎧

よ
ろ
い

塚づ
か

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

記
念
ラ
イ
ブ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
な
ど（
予
定
）。

不法投棄撲滅啓発用看板
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「
皆
が
い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
打

ち
合
わ
せ
や
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
を
作
っ
て
、
久
野
地
区
の
福
祉

活
動
や
地
域
活
動
を
進
め
た
い
」

　
こ
の
思
い
か
ら
、
久
野
地
区
の
ケ
ア
タ

ウ
ン
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
久
保
寺
さ
ん
を
中
心
と
し
た
6
人
の
久

野
地
区
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
北
村
会
長
と
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
久
野
区
民
会
館
の
一

室
を
ケ
ア
タ
ウ
ン
活
動
の
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地域全体で支え合う
ケアタウンおだわら。
各地区の皆さんの声を

お届けします。

久保寺征一さん 
他の地区の取り組みを参考にし
ながら、久野地区の事業を計画
しています。

ケア
タウン

の
輪

各団体の代表者と部屋の活用方法について検討

（左から）鈴木二三子さん、三郎さん夫妻

昨年のざる菊園のようす

　
久
保
寺
さ
ん
は
、「
自
治
会
や
各
団
体
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
区
民
会

館
の
一
室
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
場
所
か
ら
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
ま
ち
・
久
野
を
目
指
し
て
、
ケ
ア
タ

ウ
ン
事
業
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
す
。

　
久
野
地
区
で
は
現
在
、
自
治
会
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
ご
と
に
、
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
区
民
会
館
を
久
野
地
区
の
ケ
ア
タ

ウ
ン
の
拠
点
と
し
た
こ
と
で
、
各
団
体
の

人
が
、
い
つ
で
も
気
軽
に
打
ち
合
わ
せ
や

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
区
の

現
状
に
合
っ
た
久
野
ら
し
い
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

久
保
寺
征せ

い

一い

ち 

さ
ん

久
野
地
区
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

1
株
に
4
0
0
0
輪
ほ
ど
の
小
菊
が
重
な

り
合
い
、
大
き
な
丸
い
形
を
作
る
「
ざ
る
菊
」。

ざ
る
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
に
見
え
る
こ
と
が

名
前
の
由
来
で
、
赤
、
白
、
黄
色
、
ピ
ン
ク
な

ど
、
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

久
野
の
自
宅
の
庭
で
、
約
1
5
0
0
株
の

ざ
る
菊
を
育
て
る
鈴
木
さ
ん
夫
妻
。

　
「
23
年
く
ら
い
前
、
妹
に
も
ら
っ
た
2
株
か

ら
始
ま
り
、
こ
こ
ま
で
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」

　
育
て
て
み
る
と
非
常
に
面
白
く
、
株
も
増
え
、

平
成
5
年
か
ら
は
庭
を
無
料
で
開
放
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月

下
旬
の
見
頃
の
時
期
に
は
、
約
3
万
人
が
観
賞

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

訪
れ
、
新
潟
県
な
ど
遠
方
か
ら
、
ざ
る
菊
を
目

当
て
に
来
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
平
成
16
年
に
新
潟
県
中
越
地
震
が
あ
っ
た
際

に
、開
放
期
間
中
に
募
金
箱
を
設
置
し
、集
ま
っ

た
募
金
を
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
送
り
ま
し

た
。
17
年
以
降
は
、「
市
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
し
よ
う
」と
募
金
を
集
め
、
毎
年
、
市
の

「
ふ
る
さ
と
文
化
基
金
」に
寄
附
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
の
ざ
る
菊
は
、
今
ま
で
で
一
番
の
で

き
」
と
二
三
子
さ
ん
。
三
郎
さ
ん
は
、「
命
あ

る
限
り
、
ざ
る
菊
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
話

し
、
元
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
二
人
の
笑
顔
が
、

訪
れ
る
多
く
の
人
を
出
迎
え
ま
す
。

今
年
も
見
頃
を
迎
え
ま
し
た

 

ざ
る
菊
園  

鈴
木
三
郎
さ
ん
、
二
三
子
さ
ん

日
時	

開
放
中
〜
11
月
下
旬   

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

ア
ク
セ
ス	

小
田
原
駅
東
口
2
番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
、

	

「
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
行
き
乗
車
。

	

「
ざ
る
菊
園
前
」
下
車
す
ぐ
。

問
い
合
わ
せ	

ざ
る
菊
園
（
鈴
木
さ
ん
宅
）
☎ 

34-

4
9
2
5
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        たくさんの粉があるよ!         あっ、チューブに入ったよ!

これは、ハミガキの原料だよ。
歯の汚れを落とす清掃剤だけ
でなく、歯茎の健康を保ち、
虫歯を予防する有効成分など、
いろいろな粉や液体を混ぜて、
ハミガキを作るんだ。

ハミガキを容器に入れ、密封
して、段ボールに詰め込んで
いくんだ。小田原工場では、
1日に最大約 92 万本ものハ
ミガキを作ることができるん
だよ。

容器や段ボールは、市内の業者さんからも納入さ
れているそうじゃ !  まさしく、小田原生まれじゃな!

いつも使ってるハミガキが、小田原で
作られているなんて、すごいね。11月
8 日は「いい歯の日」だし、これからも
虫歯にならないように、歯を磨こうっと!

小田原工場では、ハミガキの他に、解
熱鎮痛薬の「バファリン」も製造され
ていることを忘れちゃならんぞ !

ライオンの巻
ライオン株式会社  小田原工場　
所在：小田原市田島100

8

好奇心旺盛な梅花ちゃんと、
優しくて物知りな黒松おじいさん。
二人が市内の事業所や
工場を訪ねます。

1 4 

梅
う め

花
か

ちゃん と

黒
く ろ

松
ま つ

おじいさん の

社会科見学 連載

ハミガキには、たくさんの原料が配合されているん
じゃ。歯の健康のため、よく研究しているんじゃな。

        とても大きな丸いタンクがあるよ!

2 

3 

次の工程まで、モノレールで運ぶんじゃぞ。

1台で製造できるハ
ミガキは、4人家族の
1,400 年分じゃと!!

        これは、何をする機械なの?

原料となる粉を計量して、手
前の四角いタンクに入れてい
るんだよ。ハミガキによって
含まれる原料の種類や量が違
うから、コンピュータで管理
し、正確に計量しているんだ。

計量された原料は、自動でこ
のミキサーに入れられ、1時
間半〜3時間かけて混ぜ合わ
せるんだ。

製品を製造するだけでなく、地域社会や自然との
調和を目指す会社なんじゃな。

        ここは何!?

市のメダカ里親制度に参加し、
工場の敷地内では、酒匂川
水系のメダカを育てているん
だ。その他にも、ホタルの育
成や森林保全など、積極的に
環境保護活動を進めているん
だよ。

5 

ライオン株式会社は、1891（明治24 ）年に
創業し、小田原工場は、1964（昭和39 ）年
に操業を始めました。小田原工場では主に、
ハミガキ、医薬品を製造しています。

今回は、工場管理グループ
の丈
じょう

光
こう

宏幸さんに案内して
いただきました。
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ぜひ伝えたい「私のおススメ」、知ってうれしい「あなたのおススメ」。
皆さんからの投稿をもとに、小田原の「おススメ」情報をお届けします。

8
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10 月1日現在 小田原市の人口196,073人  79,656 世帯

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
小
田
原
の

秋
を
感
じ
る
風
景
」で
す
。

　
輝
く
日
差
し
に
照
り
つ
け
ら
れ

た
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
や
っ
と
秋

が
訪
れ
ま
し
た
。
鈴
虫
の
鳴
き
声
、

紅
葉
、
澄
ん
だ
夜
空
と
月
、
い
わ

し
雲
な
ど
か
ら
、
五
感
で
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
静
け
さ
か
ら
心
も
落
ち
着
き
、

な
ぜ
か
切
な
さ
や
哀
愁
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
食
物
が
収
穫
期
を
迎
え
、
食

欲
も
湧
い
て
く
る
季
節
で
す
。

　
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
…
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
な
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
す
か
。

　
自
然
が
多
い
小
田
原
な
ら
で
は

の
、
な
じ
み
深
い
景
色
。
非
日
常

的
で
、
幻
想
的
な
景
色
。
秋
に
し

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
風
景
を

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紹
介
し

た
風
景
を
ヒ
ン
ト
に
、
あ
な
た
の

周
り
の
小
さ
な
秋
を
、
た
く
さ
ん

見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
私
の
お
ス
ス
メ
☆
あ
な
た
の
お

ス
ス
メ
」で
は
、
引
き
続
き
、
皆
さ

ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

小
田
原
の
秋
を

感
じ
る
風
景

連載

生まれ育った千代では、稲刈りが終わると、秋の訪れを感じま
す。中学生の時は見慣れた風景でした。今は、この風景を見
ると当時の記憶がよみがえり、その頃を懐かしく思い出します。

（南鴨宮のK・Hさん）

秋は霧の季節です。市の最東部に位置する橘地区に、西湘テ
クノパークがあります。その辺りの高台から、秋の早朝、丹沢
を背景にふもとの集落が霧に包まれる美しい光景に、出会える
ことがあります。

（中村原のT・Iさん）

千代中学校近く  田園風景

中村原の高台から  霧に包まれる風景

投稿をお待ちしています !
採用された人には粗品をプレゼント !

［投稿方法］
① 募集テーマ
② あなたのおススメとその理由
③ 氏名
④ 住所またはお住まいの地区
⑤ 電話番号を書き、可能であれば写
真を添えて、郵送、ファクスまたは
ホームページから。

〒250-8555小田原市広報広聴課
「私のおススメ☆
あなたのおススメ」係   
☎　33-1261  
　32-4640

［募集テーマ］
■ 小田原珍風景  
■ ハイキングコース  
■ 大好きな小田原の味
■ 小田原から見る富士山


